
様式第二号の八（ 第八条の四の五関係）

年 6 月 26 日

神戸市長 宛

提出者

住所

氏名

( 法人にあっ ては、 名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っ ている事業に関する事項

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

（ 第１ 面）

③従業員数 102人（ 2025年4月）

産業廃棄物処理計画書

神戸市兵庫区笠松通九丁目２ 番１ ９ 号

三菱重工交通・ 建設エン ジニアリ ン グ株式会社

近畿建設統括部長　 亀田　 陽市

078-672-4710

　 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき 、 産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を 作成し たので、 提出し ます。

事 業 場 の 名 称 三菱重工交通・ 建設エンジニアリ ング株式会社

事 業 場 の 所 在 地 神戸市兵庫区笠松通九丁目２ 番１ ９ 号

計 画 期 間 令和７ 年４ 月１ 日から 令和８ 年３ 月３ １ 日

①事業の種類 0611　 一般土木建築工事業

②事業の規模 売上高　 6, 321, 420, 743円( 税込)

令和　 7

工事施工

（解体・改修・新築等）

再生

最終処分

収集・運搬 中間処理

収集・運搬２次積替え保管



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する 事項

（ 管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【 前年度（ 令和　 6 年度） 実績】

t t

（ こ れまでに実施し た取組）

【 目標】

ｔ ｔ

（ 今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

（ 第２ 面）

別紙　 管理体制図のと おり

①現状

産業廃棄物の種類

排出量

・ がれき 類は計画時より 発生量を 低減さ せる
・ スク ラ ッ プは有価焼却を 実施する
・ 機器納入時梱包材の低減
・ 正確な資材数量算出によ り 余剰材発生を 低減する

②計画

産業廃棄物の種類

排出量

・ がれき 類発生量の低減の継続
・ 機器納入時梱包材の低減の継続
・ 余剰材発生低減の継続

①現状

（ 分別し ている 産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・ 木く ず、 廃プラ スチッ ク 、 ダンボール、 廃石膏ボード についてはコ ン
テナ内に仕切り 等設置し 、 コ ンテナ設置場所に余裕がない現場でも 分別
する

②計画

( 今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する 取組)

・ 木く ず、 廃プラ スチッ ク 、 ダンボール、 廃石膏ボード 分別の継続

別紙集計表のと おり

別紙集計表のと おり



自ら 行う 産業廃棄物の再生利用に関する事項

【 前年度（ 令和　 6 年度） 実績】

t ｔ

（ こ れまでに実施し た取組）

【 目標】

t ｔ

（ 今後実施する予定の取組）

自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する事項

【 前年度（ 令和　 6 年度） 実績】

t ｔ

t ｔ

（ こ れまでに実施し た取組）

【 目標】

t t

t t

（ 今後実施する予定の取組）

・ 特になし

（ 第３ 面）

①現状

産業廃棄物の種類

自ら 再生利用を 行っ た
産業廃棄物の量

・ 特になし

①現状

産業廃棄物の種類

自ら 熱回収を 行っ た
産業廃棄物の量

自ら 中間処理によ り 減量し た
産業廃棄物の量

・ 特になし

②計画

産業廃棄物の種類

自ら 再生利用を 行う
産業廃棄物の量

・ 特になし

②計画

産業廃棄物の種類

自ら 熱回収を 行う
産業廃棄物の量

自ら 中間処理によ り 減量する
産業廃棄物の量

別紙集計表のと おり

別紙集計表のと おり

別紙集計表のと おり

別紙集計表のと おり



自ら 行う 産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【 前年度（ 令和　 6 年度） 実績】

t ｔ

（ こ れまでに実施し た取組）

【 目標】

t ｔ

（ 今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する 事項

【 前年度（ 令和　 6 年度） 実績】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（ こ れまでに実施し た取組）

（ 第４ 面）

①現状

産業廃棄物の種類

自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を行っ た
産業廃棄物の量

・ 特になし

②計画

産業廃棄物の種類

自ら 埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

・ 特になし

①現状

産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う 業者への
処理委託量

・ 電子マニフ ェ スト の100％導入を 目指す
・ 電子委託契約の導入
・ 委託状況の本社一括管理

別紙集計表のと おり

別紙集計表のと おり

別紙集計表のと おり



【 目標】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（ 今後実施する 予定の取組）

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

・ 電子マニフ ェ スト の100％導入を 目指す
・ 電子委託契約を 拡大さ せる。

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う 業者への
処理委託量

（ 第５ 面）

②計画

産業廃棄物の種類

全処理委託量
別紙集計表のと おり



（ 第６ 面）
備考
　 １ 　 前年度の産業廃棄物の発生量が1, 000ト ン以上の事業場ごと に１ 枚作成するこ と 。
　
　 ２ 　 当該年度の６ 月30日までに提出するこ と 。
　
　 ３ 　 「 当該事業場において現に行っ ている事業に関する事項」 の欄は、 以下に従っ て記入するこ
と 。

　 　 ( 1) 　 ①欄には、 日本標準産業分類の区分を記入するこ と 。
　 　 ( 2) 　 ②欄には、 製造業の場合における製造品出荷額（ 前年度実績） 、 建設業の場合における元請
完成工事高（ 前年度実績） 、 医療機関の場合における病床数（ 前年度末時点） 等の業種に応じ 事業規
模が分かるよう な前年度の実績を記入するこ と 。
　 　 ( 3) 　 ④欄には、 当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から 最終処分が終了するま
での一連の処理の工程（ 当該処理を 委託する場合は、 委託の内容を含む。 ） を記入するこ と 。
　
　 ４ 　 「 自ら 行う 産業廃棄物の中間処理に関する事項」 の欄には、 産業廃棄物の種類ごと に、 自ら 中
間処理を行う に際し て熱回収を行っ た場合における熱回収を行っ た産業廃棄物の量と 、 自ら 中間処理
を 行う こ と によっ て減量し た量について、 前年度の実績、 目標及び取組を 記入するこ と 。
　
　 ５ 　 「 産業廃棄物の処理の委託に関する事項」 の欄には、 産業廃棄物の種類ごと に、 全処理委託量
を 記入するほか、 その内数と し て、 優良認定処理業者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第
６ 条の11第２ 号に該当する者） への処理委託量、 処理業者への再生利用委託量、 認定熱回収施設設置
者（ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３ の３ 第１ 項の認定を受けた者） である処理業者へ
の焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っ ている処理業者への焼却処理委託量
について、 前年度実績、 目標及び取組を 記入するこ と 。
　
　 ６ 　 それぞれの欄に記入すべき 事項の全てを 記入するこ と ができ ないと き は、 当該欄に「 別紙のと
おり 」 と 記入し 、 当該欄に記入すべき 内容を記入し た別紙を添付するこ と 。 また、 産業廃棄物の種類
が３ 以上あると き は、 前年度実績及び目標の欄に「 別紙のと おり 」 と 記入し 、 当該欄に記入すべき 内
容を記入し た別紙を添付するこ と 。 また、 それぞれの欄に記入すべき 事項がないと き は、 「 ―」 を記
入するこ と 。

　 ７ 　 ※欄は記入し ないこ と 。



別紙　 管理体系図

周知 指示・ 指導
拠点目標

電子マニフ ェ スト 管理
品質・ 環境推進委員

周知

報告・ 連絡 報告・ 連絡

建設２ Ｇ 長
現地

現地所長

設備Ｇ 長
現地

現地所長

建設１ Ｇ 長
現地

現地所長

（ 排出事業場責任者）

中部建設統括部長 近畿営業部長 神戸営業Ｇ 長

中四国建設統括部長 高砂営業Ｇ 長

西日本建設統括部長 近畿設計部長 神戸計画Ｇ 長

高砂計画Ｇ 長

設計Ｇ 長

近畿建設工事部長 神戸計画Ｇ 長

積算Ｇ 長

近畿Ｐ Ｊ 管理部長 管理Ｇ 長

拠点環境管理責任者 管理責任者

本部事業統括部長 調達Ｇ 長

近畿建設統括部長

社 長 基本方針の決定

エンジニアリ ング事業統括部

廃棄物の一括管理品 質 管 理 統 括 室



別紙　（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）
　 　 現状： 前年度（ 令和　 ６ 　 年度） 実績量
　 　 計画： 今年度（ 令和　 ７ 　 年度） 計画量 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

1. 1 1. 089 - - - - - - - - 1. 1 1. 089 0 0 1. 1 1. 089 0 0 0 0

0. 27 0. 2673 - - - - - - - - 0. 27 0. 2673 0 0 0. 27 0. 2673 0 0 0 0

6. 3 6. 237 - - - - - - - - 6. 3 6. 237 0 0 6. 3 6. 237 0 0 0 0

102. 85 101. 8215 - - - - - - - - 102. 85 101. 8215 0 0 102. 85 101. 8215 0 0 0 0

35 34. 65 - - - - - - - - 35 34. 65 0 0 35 34. 65 0 0 0 0

8920. 08 8830. 8792 - - - - - - - - 8920. 08 8830. 8792 0 0 8920. 08 8830. 8792 0 0 0 0

2. 08 2. 0592 - - - - - - - - 2. 08 2. 0592 0 0 2. 08 2. 0592 0 0 0 0

121. 9 120. 681 - - - - - - - - 121. 9 120. 681 0 0 121. 9 120. 681 0 0 0 0

142. 5 141. 075 - - - - - - - - 142. 5 141. 075 0 0 142. 5 141. 075 0 0 0 0

2. 3 2. 277 - - - - - - - - 2. 3 2. 277 0 0 2. 3 2. 277 0 0 0 0

0. 012 0. 01188 - - - - - - - - 0. 012 0. 01188 0. 012 0. 01188 0. 012 0. 01188 0 0 0 0

9334. 392 9241. 04808 0 0 0 0 0 0 0 0 9334. 392 9241. 04808 0. 012 0. 01188 9334. 392 9241. 04808 0 0 0 0

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

(前年度実績値の⑭)

産業廃棄物の種類

排出抑制に関する事
項

自ら行う再生利用に
関する事項

自ら行う中間処理に関する事項
自ら行う埋立処分等

に関する事項
処理委託に関する事項

排出量

(前年度実績値の①)

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

(前年度実績値の②+
⑧)

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

(前年度実績値の⑤)

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物

の量
(前年度実績値の⑦)

自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行う産

業廃棄物の量
(前年度実績値の③+

⑨)

全処理委託量

(前年度実績値の⑩)

優良認定処理業者
への

処理委託量
(前年度実績値の⑪)

再生利用業者への
処理委託量

(前年度実績値の⑫)

認定熱回収業者へ
の

処理委託量
(前年度実績値の⑬)

2500 水銀使用製品
産業廃棄物

0200 汚泥

0600 廃プラスチック類

0800 木くず

1300 ガラスくず、コンクリート
くず及び陶磁器くず

1500  がれき類

2010 建築系混合廃棄物
(安定型のみ)
2020 建設系混合廃棄物
(管理型含む)
2420 ガラスくず、コンクリートくず及び
陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物）
2440 がれき類
（石綿含有産業廃棄物）

0300 廃油

合計


